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概  要 

 

温度によって体積を大きく変化させる温度応答性ゲルに感光性を付与し、半導

体フォトレジストのように光で微細加工できる温度応答性ゲル“バイオレジス

ト”を開発しました。さらに、バイオレジストの可逆的な微細パターン変形を

アクチュエータとして利用し、種々の細胞や微粒子を基板上で自由に掴んだり

並べたりできる“包接型 1 細胞アレイチップ”を開発しました。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

チップ上への細胞固定化法は、接着性細胞を対象とした細胞-基板間の接着作

用を利用したものが多く、細胞を機械的に（柔らかいゲルによって）掴んだり

放したりできる本技術は、血球・リンパ球のような浮遊系の細胞、スフェロイ

ドのような細胞塊、種々の微粒子の固定化にも用いることが可能です。 

本技術の 

有用性 

再生医療や新規医薬品開発において、細胞のアレイ化や組織化が重要となって

おり、チップ上で細胞を掴んだり並べたりする本技術は、今後、細胞操作の有

用な技術の一つになると期待されます。また、微細パターニングが可能な温度

応答性ゲル“バイオレジスト”自体は、様々なバイオチップ・μTAS チップ

上の微小ポンプ、バルブ、ピンセットなどへの応用が期待されます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 バイオチップ、μTASチップ、MEMS チップ 
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1 細胞や微粒子を“掴む”・“並べる”包接型 1 細胞アレイチップ 

温度応答性ゲルを用いたバイオチップ用フォトレジストの開発とバイオ応用 

⑥ 吸引回収

③余分な細胞を洗浄

⑤ 解放
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図. バイオレジストを用いて作製した包接型1細胞アレイチップと、細胞操作の手順


